
看護研究集録 (2020.3) 令和元年度:11-13.

早産児の母親が産科病棟入院中に経管栄養を実施することへの認識 ～
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早産児の母親が産科病棟入院中に経管栄養を実施することへの認識

～アンケート調査より～

[目的]　 

　A病院NICUでは退院後に経管栄養を必要としない子どもに対しても、育児の一環として母親が経管

栄養を実施している。母親の搾乳に対するモチベーションを高め、子どもの成長を実感できるような

関わりにつなげるために、母親の経管栄養に対する認識を明らかにすることを目的に研究を行った。

［対象と方法］

　2014年1月～2018年5月に在胎34週未満で出生し、2018年5月末までにNICUから退院・転棟した子

どもの母親68名。経管栄養を実施した際の気持ち等について、無記名自記式アンケート用紙を郵送で

配布し、回収した。得られた結果は単純集計し、経管栄養に対する感想は意味内容をまとめカテゴ

リー化した。

［結果］

　質問紙の回収は37名。有効回答は34名。経管栄養を実施時の気持ちは子どもの生命力を感じた、搾

乳のモチベーションが高まったと9割程度の母親が回答した。一方で、怖い、ためらう気持ちを感じて

いた。経管栄養に対する母親の感想は51のコードが得られ、12のカテゴリーに分類した。自分の体調

や気持ちが整っていない、経管栄養を通してかわいそう・申し訳ない気持ちを抱く母親もいた。

［考察］

　経管栄養の実施は母親の喜びや母親役割に繋がり、良い経験になったと考える。また、母親の体調

や気持ちが十分に整わないまま面会となる場合もあり、経管栄養を行っている子どもの姿をみること

は、母親が抱いていた授乳のイメージとは異なるため衝撃を受け、子どもに対して申し訳なさを抱く

ことに繋がったと考える。

［結論］

１．母親が経管栄養を実施することは、育児の喜びや母親役割を担うこと、搾乳のモチベーションを

上げることに繋がる。

２．母親の経管栄養の実施は、母親としての自信の喪失や恐怖心を強めることも懸念されるため、看

護師は母親の思いに寄り添った関わりが必要である。

－ 11 －



2020/3/4

1

30

25

23

10

5

2

2

7

8

8

9

6

1

6

8

4

1

2

9

11

21

1

1

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020/3/30

1

•
•

•
•
•

•

•

•

•

•

－ 12 －



2020/3/4

2

2020/3/30

2

•

•

•

•

•

•

•

－ 13 －


	11cover.pdf
	看護研究集録_Part19.pdf
	看護研究集録_Part20.pdf
	看護研究集録_Part21.pdf

